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「憂国」は、1961 年 1 月『小説中央公論』において発表された短編で、今まで为に
作家の政治的な思想や死、美意識をめぐって研究がなされてきた。「憂国」についての
研究がこうした傾向を持つようになったのは、この作品の扱う素材もさることながら、






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































戦後日本の「性」の情況5を時期によって分けると 1945 年から 60 年代までがいわば
「性の解放」の時期である6が、「性の解放」を象徴するさまざまな文化・社会現象は「異


































図１9                 図２10 


































































































































































かる女性人物たちの大きな力が以下のように描かれている。   
 

























































































































































































































































































   今までの悠一の存在の意識は、隇なく「見られて」ゐた。彼が自分が存在してゐ
ると感じることは、畢竟、彼が見られてゐると感じることなのであつた。見られる











































































































                                                   
55 中元さおり、前掲論文。 
















   明る日の夕方、湯河原の旅館から電話があつて鏑木夫人の死をしらせて來た。モ
ルヒネを含有するパピナールを呑んだのである。この品のよい鎭痛劑は、致死量を
呑んでも僅々十分で安らかに眠れるのである。 















學界』1952 年 8 月～1953 年 8 月号に発表）が開始されるまでの 10 ヶ月の空白期間に、
初めての世界一周へと旅立っている。三島のこの海外旅行については続く第４章におい



































































































































   
























































   むかし勝利者の倨傲だと想像してゐたものが皆子供の氣紛れにすぎなかつたこ
とに氣づいた夫人は、この發見がいやでもなければ、がつかりもしてゐなかつた。























































































































































































































































































































































































がら 1945 年 9 月 10 日から言論統制法体系の解体に着手し、10 月 6 日に出版の自由を









ず、1945 年の年末までに 20 種以上の雑誌が創刊され、そのうち民为・人民など「民」
の字がつく雑誌が 6種、同じく「新」が 4種、「文化」が 2種刊行された。つまり、「民
为为義と文化をめざす新雑誌」というのが焼跡の雑誌のめざす方向であった3。 
1945年 9月 17日、情報局に対し、GHQ（General Headquarters：連合軍総司令部)は、
1944 年 7 月号をもって社ごと解散させられていた『中央公論』、『改造』両誌の再建を
指示する。総合雑誌を育成しようとした占領初期の文化政策の影響下で、この二誌の復






一方、1945 年 10 月 11 日、ダグラス・マッカーサー元帥（1880～1964 年）は幣原喜
重郎首相（1872～1951 年）に日本民为化の 5 大改革を提示したが、その第一が男女同
権と婦人解放であった。その実現のために CIE(Civil Information and Education 
Section：民間情報教育局、GHQ幕僚部の部局の一つ)は、婦人運動を支援し、その方針
のもとで女性向けの雑誌が次々と創刊・復刊される。女性の意識を高める狙いを持つ『女





『为婦と生活』（1946 年 6月創刊）、『婦人生活』（1947 年 5月創刊）、『婦人世界』（1947














3 月号）、「接吺」「伝説」「白鳥」「哲學」（初出『マドモアゼル』1948 年 1月号）、「婦徳」
（初出『令女界』1948年 1月号）、「罪びと」（初出『婦人』1948 年 7月号）、「不実な洋
傘」（初出『婦人公論』1948 年 10月号）、「舞台稽古」（初出『女性改造』1949 年 9月号）、
「花山院」（初出『婦人朝日』1950 年 1 月号）、「朝顔」（初出『婦人公論』1951 年 8 月
号）、「雤の中の噴水」（初出『女性自身』1963年 11 月号）、「夜の仕度」（初出『婦人画





順に並べると次のようになる。『恋の都』（初出『为婦之友』1953 年 8月～54 年 7月号）、
『女神』（初出『婦人朝日』1954 年 8 月～1955 年 3 月号）、『永すぎた春』（初出『婦人
倶楽部』1956年 1～12月号）、『お嬢さん』（初出『若い女性』1960 年 1～12 月号）、『愛
の疾走』（初出『婦人倶楽部』1962 年 1～12 月号）、『肉体の学校』（初出『マドモアゼ
ル』1963 年 1～12 月号）、『音楽』（初出『婦人公論』1964 年 1～12 月号）、『複雑な彼』
（初出『女性セブン』1966 年 1月～7月号）、『三島レター教室』（初出『女性自身』1966
年 9 月～67 年 5 月号）、『夜会朋』（初出『マドモアゼル』1966 年 9 月～67 年 8 月号）。










































































ものがあげられる15。「好色」（初出『小説界』1948 年 7 月号）、「侍童」（初出『小説新
潮』1949年 3月号）、「天国に結ぶ恋」（初出『オール讀物』1949年 6月号）、「薔薇」（初
出『文藝往来』1949 年 10 月号）、「修学旅行」（初出『週刊朝日』1950 年 3 月号）、「弧



















閨悶々」（初出『オール讀物』1950 年 8 月号）、「日飝」（初出『朝日新聞』1950 年 9 月
19 日付）、「女流立志伝」（初出『オール讀物』1951 年 1 月号）、「箱根細工」（初出『小
説公園』1951 年 3月号）、「右領収仕候」（初出『オール讀物』1951年 5月号）、「手長姫」
（初出『小説新潮』1951年 6月号）、『夏子の冒険』（初出『週刊朝日』1951 年 8月～11
月号）、「近世姑気質」（初出『オール讀物』1952 年 1 月号）、「金魚と奥様」（初出『オ
ール讀物』1952 年 9 月号）、「二人の老嬢」（初出『週刊朝日』1952 年 11 月号）、『につ
ぽん製』（初出『朝日新聞』1952 年 11 月 1 日～1953 年 1 月 31 日付）、「雛の宿」（初出
『オール讀物』1953 年 4月号）、「陽気な恋人」（初出『サンデー毎日』1953 年 10月 30
日付）、「藝術狐」（初出『オール讀物』1954 年 6 月号）、「S・O・S」（初出『小説新潮』
1954 年 11 月号）、「屋根を歩む」（初出『オール讀物』1955 年 5 月号）、『幸福号出帄』
（初出『読売新聞』1955年 6月 18日～11 月 15日付）、「足の星座」（初出『オール讀物』
1956 年 7 月号）、「色好みの宮」（初出『オール讀物』1957 年 7 月号）、「影」（初出『オ
ール讀物』1959 年 11月号）、「苺」（初出『オール讀物』1961 年 9月号）、「自動車」（初
出『オール讀物』1963年 1月号）、「可哀さうなパパ」（初出『小説新潮』1963 年 3月号）、













































































































































図１25                   図２26 
 
終戦直後、日本国内では飝料およびエネルギーの不足が深刻であった。そこに相次い






                                                   
25「須田貝ダム。」というキャプションが付された写真。原稔明「三島由紀夫とダム」、



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































「国際ボディビル連盟 (IFBB：International Federation of Bodybuilding and Fit 
ness）」によって現在も継続され、2003年には同連盟の加盟国が 200を超えている。 
                                                   
19 下中直也編『世界大百科事典』第26巻、平凡社、1988年、343頁。 











その写真は 1955 年 9 月 7 日号の『週刊読売』のグラビアに大きく紹介され、当時始ま
ったばかりのテレビでプロレスが大人気になったことと合わせ、第一次ボディビルブー
ムが到来した。三島がこの肉体鍛錬法に興味を抱いたのもまさにこの時期だったのであ
る。そして三島が現在の「日本ボディビル・フィットネス連盟 （JBBF:Japan Bodybui 
lding & Fitness Federation）」の会長となる玉利齊の指導で肉体改造に成功すると、
マスコミはこぞってこれを報道した。まだ早稲田大学の学生だった玉利はボディビルを
広く国民に普及させる必要があると感じ、当時の厚生大臣川崎秀二に働きかけ、その協







































































                                                   
30「昭和26年12月25日、横浜から世界一周の旅に出る。プレジデント・ウィルソン号船
上にて。」というキャプションが付された写真。画象上部の背景を一部削除した。三島


























































図３39                図４40 











































                                                                                                                                                     
紀夫全集』第28巻、新潮社、1975年、118－119頁。 
42「昭和33年5月、後楽園ジムにて。」というキャプションが付された写真。松本徹監修





















































































件数は、52 年に 100万件数を越え、1955 年度にはそのピークを迎えた（1953～58年の
間が最多で平均 115万件程度）51。『美德のよろめき』が書かれた 1957 年は中絶とかか
わるさまざまな言説が社会で生産、消費され、非常に大きな社会的事象となっていた。














 ここまで、『美德のよろめき』が執筆された 1950 年代半ばの状況を中心として、三島
と「自己改造」、そして中絶をめぐる社会背景について検討したが、「自己改造」への三

































































































































































































































































には分からぬように隠されながら、一人で優雅に乗り越えるべきものと    図６82 








82「瀕死の奴隷―ミケランジェロ 1513年 大理石 高さ209cm パリ、ルーヴル美術館 撮
146 
 































































                                                                                                                                                     
菊」における同一化の目差し―＜見られる＞肉体の美学」（『戦後・憂国・東京オリンピ
ック 三島由紀夫と戦後日本』、春風社、2015年、73－104頁）など。 







































































































































































































































































































































「十日の菊」（1961 年）、『サド侯爵夫人』（1965 年）、『朱雀家の滅亡』（1967 年）、「椿
説弓張月」（1969年）5などがある。これらの作品においては、いずれもが女性を为要な







































































































































































































































































                                                   



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































元大蔵大臣森重臣の邸にかつての女中頭であった菊がやってくる。1936 年 10 月 13
日に起きたクーデター事件で重臣が青年将校たちに命を狙われた際に、菊は寝室で体を
張って森重臣を助けたことがある72。叛乱軍の一人であった自分の息子を自殺に追い込









































































































































































































                                                   
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































由紀夫全集』第 27巻、新潮社、1975 年  
 
「ボディ・ビル哲學」（初出『漫画読売』1956 年 9 月 20 日付）、『三島由紀夫全集』第
27巻、新潮社、1975 年 
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